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春
雨
物
語
「
血
か
た
び
ら
」
と
日
本
書
紀

秋
成
が
日
本
の
史
書
に
傾
倒
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
「
史
論
」
、
金
砂
剰

言
、
吉
葉
剰
言
、
金
砂
、
櫓
の
柵
等
を
見
れ
ば
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ま
た
国
学
の
道
に
い
そ
し
ん
だ
学
歴
よ
り
眺
め
で
も
判
る
の
で
あ
る
。
殊
に
日

本
書
紀
と
秋
成
と
の
関
係
は
文
化
元
年
正
月
、
秋
成
七
十
一
歳
の
時
に
成
っ
た

金
砂
剰
言
に
「
日
本
編
の
古
巻
と
云
を
一
覧
せ
L
L
と
述
べ
て
、
関
心
の
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
寛
政
四
年
十
一
月
、
秋
成
五
十
九
歳
の
時
に
成
っ
た
安
々
言
に
お
い
て
、

本
居
宣
長
が
古
事
記
を
推
量
す
る
の
を
罵
倒
し
て
、
「
近
世
豊
郷
云
学
道
大
に

開
け
、
復
古
の
葉
を
輿
立
し
、
唯
一
両
部
の
古
学
な
ら
ぬ
を
排
斥
し
、
幽
を
採

り
、
互
に
釣
る
士
、
郡
部
に
競
ひ
て
出
づ
、
時
に
一
老
学
宣
（
長
を
指
す
）
看

て
、
稗
田
口
碑
の
古
事
記
を
輩
出
、
日
本
紀
を
推
排
を
、
一
家
を
与
立
為
ん
と

す
、
嚢
に
被
害
（
古
車
記
）
は
伝
説
の
殊
に
幽
怪
な
る
児
蒙
の
嬉
談
に
似
る
者

が
多
く
、
」
と
述
べ
て
、
復
古
主
義
に
立
つ
国
学
者
が
日
本
書
紀
を
排
し
て
古

事
記
を
重
じ
て
一
家
を
立
て
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
当
の
古
事
記
は
幽
怪

な
嬉
談
が
多
い
と
い
っ
て
し
て
い
る
の
で
ぬ
る
。
そ
の
反
面
、
日
本
書
紀
を
尊

重
論
す
べ
き
こ
と
を
じ
て
、
「
崇
道
尽
敬
神
皇
の
日
本
書
紀
に
壁
で
、
其
本
文

を
以
て
正
説
と
定
め
、
其
他
不
レ
可
レ
推
考
、
一
書
と
為
て
所
レ
載
、
当
時
の
会

議
論
定
見
つ
べ
し
、
而
後
朝
廷
世
々
謹
選
に
、
是
を
古
伝
の
正
説
と
仰
ぎ
た
ま

は
ん
こ
と
、
他
不
レ
可
レ
有
者
也
」
と
主
張
し
て
、
日
本
書
紀
が
会
議
に
よ
っ
て

論
定
し
た
古
伝
の
正
説
で
あ
る
こ
と
を
極
め
て
力
説
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
考

え
て
み
れ
ば
秋
成
は
こ
の
安
々
言
の
発
表
に
よ
っ
て
日
本
書
紀
推
量
説
の
先
声

を
な
し
た
の
で
あ
っ
て
、
秋
成
は
古
事
記
を
否
定
し
、
日
本
書
紀
を
肯
定
し
た

国
学
者
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
高
い
一
見
識
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
秋
成
と
日
本
書
紀
と
の
関
係
に
は
極
め
て
緊
密
な
も
の
が
あ
る

の
で
、
秋
成
の
最
晩
年
の
文
学
作
品
、
春
雨
物
語
「
血
か
た
び
ら
」
と
日
本
書

紀
と
の
関
係
を
見
る
と
、
「
血
か
た
び
ら
」
に
平
城
天
皇
の
考
え
と
し
て
、
「
皇

裡
尊
、
矛
と
り
て
道
ひ
ら
か
せ
、
弓
箭
み
と
ら
し
て
仇
う
ち
し
た
ま
ゝ
よ
り
、

十
つ
ぎ
の
崇
神
の
御
暗
雲
で
は
、
し
ろ
す
に
事
な
か
り
し
に
や
、
養
老
の
紀
に

見
る
所
無
し
。
」
（
傍
点
筆
者
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の
一
篤
の
製
作
に

あ
た
っ
て
、
元
正
天
皇
の
御
代
、
養
老
の
時
代
に
撰
ば
れ
た
官
撰
史
日
本
書
紀

を
参
照
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
「
血
か
た
び
ら
」
の
創
作
に
あ
た

っ
て
日
本
書
紀
が
典
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

殊
に
そ
の
中
の
一
節
、
仁
徳
天
皇
と
、
菟
道
継
子
と
の
皇
位
相
譲
の
事
顕
を

叙
し
た
「
血
か
た
び
ら
」
の
一
節
が
日
本
書
紀
に
そ
の
原
拠
を
持
つ
事
は
疑
は

れ
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
日
本
蓄
紀
巻
十
二
大
鶴
鶏
天
皇
（
仁
徳
天
畠
）

の
条
に
「
誉
田
天
皇
崩
時
太
子
菟
道
種
子
譲
二
位
干
大
鶴
鵡
専
一
、
未
郎
二
帝
位
一
、

敬
語
二
大
鱒
鶏
尊
一
、
夫
君
二
天
下
一
以
浩
二
万
民
一
考
、
蓋
　
文
如
レ
天
。
容
之

如
レ
地
、
上
布
三
腰
心
一
、
以
俊
二
方
便
一
百
姓
欣
然
。
天
下
安
突
。
今
我
也
弟
之
。

且
文
献
不
レ
足
、
何
故
継
二
間
位
一
、
登
二
天
業
二
乎
。
（
中
略
）
大
鶴
鰯
尊
対
言
。

先
皇
謁
、
皇
位
義
一
日
不
レ
可
レ
空
、
…
…
我
離
二
不
賢
一
、
豊
葉
二
先
帝
之
命
一
、

諏
　
従
二
弟
王
之
顧
一
乎
、
固
辞
不
レ
承
。
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
第
一
巻
二
百
八

十
九
頁
、
二
百
九
十
頁
、
九
十
三
頁
）
と
す
る
。
こ
の
と
こ
ろ
は
「
血
か
た
び
ら
」

の
「
か
し
こ
（
浪
速
）
に
都
あ
ら
重
し
帝
、
（
仁
徳
帝
）
御
父
（
応
神
帝
）
の

弟
御
子
（
菟
適
確
郎
子
）
を
立
て
日
嗣
と
定
た
ま
ひ
し
か
ば
神
去
給
ひ
て
、
兄

み
子
も
た
ゞ
宇
治
に
つ
か
ふ
ま
つ
り
玉
ふ
を
、
兎
遅
の
み
子
は
、
我
見
に
喩
で

登
極
せ
ん
事
、
聖
の
道
に
あ
ら
ず
と
で
、
譲
り
た
ま
ヘ
ビ
、
否
、
既
に
日
経
の

み
子
と
は
、
君
を
定
た
ま
ひ
し
そ
と
て
、
三
と
世
ま
で
相
譲
り
て
御
座
む
な
し

云
々
。
」
（
富
岡
本
春
雨
物
語
岩
波
文
庫
十
四
頁
）
と
交
渉
が
あ
っ
て
、
日
本
書

紀
の
長
文
を
簡
潔
な
文
章
に
改
め
て
居
る
の
で
あ
る
。
殊
に
日
本
書
紀
の
同
条

の
「
各
相
譲
之
。
…
愛
皇
位
空
之
既
経
二
三
載
一
」
　
（
同
国
史
大
系
二
百
九
十
頁
、

二
百
九
十
三
頁
）
は
、
「
血
か
た
び
ら
」
の
「
三
と
世
ま
で
相
譲
り
て
御
座
空

し
」
と
字
句
に
於
て
も
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
日
本
書
紀
の
同
条
で
「
太

子
日
、
我
知
不
可
奪
二
見
王
之
志
一
。
革
一
久
生
之
煩
二
天
下
一
乎
乃
自
死
罵
。
（
同

上
）
」
は
「
血
か
た
び
ら
」
の
、
）
弟
皇
子
に
つ
い
に
刃
に
ふ
し
て
世
を
さ
ら
せ

し
と
そ
」
（
春
雨
物
語
岩
波
文
庫
十
五
頁
）
と
、
一
致
し
、
共
に
弟
皇
子
自
及
の

事
を
記
し
て
共
通
な
関
係
が
あ
る
。
ま
た
日
本
書
紀
の
同
じ
条
で
、
「
時
有
二
海

人
一
。
賢
二
鮮
魚
之
電
豊
一
献
二
千
菟
道
宮
一
也
。
太
子
命
二
海
人
一
目
。
我
非
二
天

皇
一
。
及
返
テ
之
令
レ
進
二
難
波
一
大
鱒
鰯
尊
亦
返
以
令
レ
献
二
菟
道
一
於
レ
是
海
人
之

春
雨
物
語
「
血
か
た
び
ら
」
と
日
本
書
紀

葡
宜
矯
二
於
往
還
一
」
（
日
本
書
紀
同
上
）
と
あ
る
の
を
「
血
か
た
ら
び
」
の
、

「
難
波
の
蟹
等
貴
く
真
魚
は
、
を
ち
こ
ち
さ
ま
よ
ひ
て
、
道
に
く
さ
れ
し
と
ぞ

…
」
（
同
春
雨
物
語
同
十
五
頁
）
に
比
較
す
る
と
「
難
波
」
の
地
名
や
「
綾
二

於
往
還
一
」
と
「
道
に
く
さ
れ
L
L
と
の
詞
句
の
共
通
は
、
両
文
の
間
に
直
接

交
渉
が
も
っ
た
こ
と
も
明
か
に
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
仁
徳
天
皇
の
菟
道
稚
子
の
故
事
は
日
本
書
紀
ば
か
り
で
な

く
古
事
記
に
も
め
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
秋
成
が
早
く
　
「
賜
二
摂

津
国
西
成
郡
今
宮
庄
一
弘
安
之
勅
書
井
代
々
之
牒
文
序
」
　
に
「
日
本
紀
古
事
記

等
し
ろ
し
奉
り
て
、
つ
ば
ら
か
な
る
も
て
と
世
の
貢
を
止
め
さ
せ
て
民
草
栄
え

ぬ
る
…
‥
此
浦
の
蟹
等
し
て
奉
ら
し
め
結
ぶ
。
」
と
言
っ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
日
本
書
紀
と
古
事
記
と
何
れ
が
「
血
か
た
び
ら
」
に
直
接
関
係
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
か
と
い
う
に
、
私
は
日
本
書
紀
を
秋
成
の
典
拠
と
み
な
し
た

い
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
「
血
か
た
び
ら
」
と
文
章
詞
句
の
上
に
お
い
て

一
致
す
る
の
は
、
古
書
記
で
な
く
で
日
本
書
紀
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
古
事
記
に
は
、
「
是
に
大
雀
命
と
芋
遅
能
和
紀
郎
子
と
二
柱
、
天
下
を
各

譲
り
た
ま
ぶ
に
、
海
人
い
大
賢
を
貢
り
き
。
繭
兄
は
辞
み
て
弟
に
貢
ら
し
め

た
ま
ひ
、
弟
は
ま
た
兄
に
貢
ら
し
め
て
相
譲
り
た
ま
ふ
問
に
、
既
に
多
日
経
ぬ
。

如
此
相
譲
り
た
ま
ふ
こ
と
一
　
二
時
に
非
り
け
れ
ば
、
海
人
は
既
に
往
還
に

疲
れ
て
泣
き
け
り
。
故
諺
に
、
海
人
な
れ
や
己
が
物
か
ら
泣
く
と
ぞ
日
ふ
。
然

る
に
宅
遅
能
和
紀
郎
子
は
、
早
く
崩
り
ま
し
ぬ
。
」
（
古
事
記
、
岩
波
文
庫
百
三

十
九
頁
）
と
あ
る
と
こ
ろ
が
、
「
血
か
た
び
ら
」
に
は
「
三
と
世
ま
で
相
ゆ
ず

り
て
、
御
座
む
な
し
…
…
、
弟
み
子
は
つ
い
に
刃
に
ふ
し
て
世
を
去
ら
せ
せ
し

…
・
・
、
道
に
く
さ
れ
た
り
」
と
見
え
て
い
て
、
こ
れ
等
の
も
の
は
、
古
事
記
に

は
類
似
が
な
く
日
本
書
紀
に
は
類
似
点
あ
る
の
で
あ
る
。
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